
今年の夏と気候変動
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2025年猛暑

2気象庁異常気象分析資料(2025.09.05)

日本の夏(6～8月)平均気温

平年より2.36度高く、過去最高だった2023、2024年夏を上回った

日本の夏の平均気温は100年あた
り1.31℃の割合で上昇している
（世界平均の2倍弱の割合）

日本の夏の平均気温は100年あた
り1.38℃の割合で上昇している
（世界平均の2倍弱の割合）



NHKニュース(2025.05.20)

日本における迅速な情報発信の取り組み
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極端気象アトリビューションセンター（WAC)設立ー科学的根拠を周知して
社会の実感・自分ごと化を促すー

研究者 メディア

研究で科学的
根拠を示す

事実を迅速に
社会に届ける

WACが報道関係各位と迅速に連携

• 気候変動・極端気象の専門家による中立なグループ
• 科学的な精度を保ちつつ、迅速な分析結果を提供
• 猛暑に関する要因分析、今後は大雨なども



2025年7月下旬の記録的高温のEA
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地球温暖化の影響がなければ発生しなかったレベルである。

WACプレスリリース(2025.08.08)

2025年7月18日〜26
日の北日本での記録的
高温イベントに対する
WACの分析結果



2025年7月下旬の記録的高温のEA
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地球温暖化の影響がなければ発生しなかったレベルである。

• この時期の高温イベントは、 2025年の
条件下では、28～31年に一度の割合
で発生し得る（3.2～3.6%の発生確
率）が、人間活動による地球温暖化の影
響がなければ発生しなかったレベル
だった

• 北日本の高温イベントは、地球温暖化の
影響によって発生リスクが約34倍に
なっていた

WACプレスリリース(2025.08.08)

発生リスク約34倍

2025年7月18日〜26日の北日本での記録的高温
イベントに対するWACの分析結果
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